
起因物、事故の型：木材、竹材 - 動作の反動無理な動作の死傷災害発生事例（2017年）

2017

年

発生

月

時間 死傷災害発生事例
年

齢

業種小

コード

労働

者規

模

1
9～

10

高さ300㎜の台車に乗った木質パネルを、2名でパネル上部と下部をそれ

ぞれ持ち、同じ高さの台車に乗せ替え作業を行っていた時に、片方を

持っていた作業者の腰に痛みが発生して動けなくなり、救急搬送され

た。

37 10401
10～

29

1
11～

12
梱包作業中に、左肘をねじるような感じで痛めた。 52 10409

10～

29

1
19～

20

営業所内でトラックの荷台片付け中に、リン木で足を踏み外し、左足首

を捻った。
48 40301

10～

29

1
11～

12

走行中に荷台の角材が荷崩れを起こしそうになっているのに気づき、広

い場所に停車して直す作業をしている際、締機を材木に回し振り返り、

左足を軸に左回りに右足を前に踏み出したところに角材があり、足が滑

り急に前後に開脚して、右足太腿の血管を痛めた。

64 40301
30～

49

2 13~14
個人宅外構工事において、型枠（重量約25㎏）を1人で無理に持ち上げた

際、左肩に激痛がはしった。
70 30202 1～9

3 17~18

店内トレーニングコーナーにてレイアウト変更作業中、不要な木製棚板

を6枚まとめて持ち上げた際、腰部に痛みを感じ一時作業を中断した。

一旦痛みが和らいだため勤務を続行し帰宅したが、腰の激痛で身動きが

取れなくなり救急搬送された。

21 80209
50～

99

3 4~5
トラック荷台にて資材（コンパネ、発泡等）を片付け作業中、誤ってコ

ンパネの端を踏み、左足首をひねった。
46 40301

10～

29

鋼材（パイプ）を積込するために荷台の上に乗り、事前準備作業（りん



3 14~15 木を敷く作業）をしている最中に、自分が前に敷いたりん木

（100cm×100cm）を踏んでしまい、左足首を捻り負傷した。

47 40309
30～

49

3 13~14

工場ブラスト作業室のドア（出入口）をブラスト室内から養生をするた

め、養生用のベニヤ板（1800×1000×10、重さ約10㎏）を段取りする

際、移動させる為に台車（高さ600）に積もうとして両手でベニヤ板を抱

え上げようとした時、右膝に鈍い痛みを感じた。 膝に違和感を覚えたも

のの、挫っただけだと思い様子を見ていたが、日増しに痛みが激しく

なってきて、靱帯損傷との診断を受けた。

42 11209

100

～

299

4
13～

14

仕事場で剪定の作業中、剪定した枝を処分しやすくする為斧で短く切っ

ている時に、強く腰を痛めてしまった。
23 150102 1～9

4
9～

10

住宅解体工事で丸太組みを1人で行う事になり、丸太を1人で持つのは難

しく、丸太を持ち上げた時に頭の上から落としてしまい、首を痛めた。

当日はずっと首が痛く、後日に頚椎捻挫と診断された。

35 30309
10～

29

5
19～

20

当店5階子供服売場レジ横で立て掛けてあった棚板が倒れてきて右膝を打

ち、更にお客様へ当らないように棚板を押さえた為、右腕を打ち腰を

捻ってしまった。 打撲だと思って我慢したが、翌日、腰が痛くて動けな

くなった。

61 80201

300

～

499

5
11～

12

建設現場でデッキ台を運んでいる時、物が重く長さもあったため、右手

首を痛めてしまった。
41 40301 1～9

5
11～

12

調整池間知ブロック裏込めコンクリートの型枠（鋼製）の脱型中、無理

な姿勢で型枠を引き上げた時に腰の筋を伸ばした。
21 30109

10～

29

5
17～

18

倉庫内において、フォークリフトに乗って積み込み作業をしてたとき、

リフトから降りる際に厘木（短い木の棒）の上に足を着いたため、左足

首を捻り骨折した。

49 10401
30～

49

6
9～

10

新築工事現場において、動線上に天板が放置されていたため、災害・事

故防止のため即時に社員と2名で天板を移動しようと運んでいる際、腰を

捻りヘルニアを発症した。

63 170101

1000

～

9999



6
14～

15

製材所工場内で木材の選別及び結束の作業中、作業台の製品を押し上げ

ようと踏ん張った際に、右足脹脛に激痛がはしった。
46 10401

10～

29

7 16~17

住職発注による墓地改良工事にともなうスロープ工事において、墓地内

の坂道（傾斜角度20°）で型枠組立作業中、木枠（コンパ

ネ、1.8m×90cm、重量5kg）5～6枚程度を自動車からおろして運搬中

（距離5～6m）に体が横むきの状態でもち上げる際に腰に負担がかかり

腰を負傷した。

64 30109 1～9

7 11~12
当社の工場で、製缶作業中足元に置いてあった盤木に気付かず、端を踏

んで右足首をねじったため、骨折した。
49 11209

10～

29

7
11～

12
足元にあった合板（ベニヤ板）の段差につまずき、左足をくじいた。 56 30201

30～

49

7
20～

21

トラックターミナルで荷物の積込中、トラック荷台内（箱車）の壁にビ

ニール紐で固定してあった養生板（ベニヤ板）をずらそうと紐を引っ

張っていたところ、紐が勢いよく切れ、その衝撃で右肩を痛めたもので

ある。

54 40301
50～

99

7
11～

12

建設現場にて、建築資材（石膏ボード）を車両荷台より数枚ずつ現場へ

担ぎ入れ、荷降ろし作業を行っているとき、背中に石膏ボードを背負

い、後ろ手で支えて運んでいたところ、突然力が抜け、肩が落ちるよう

な感覚で、右手の力が入らなくなった。

47 40301

300

～

499

7 8～9

当社木材加工場において、材料の整理整頓作業を行なっていた。 その

際、床に置いてあった1m程の端材を移動させようと手で持上げたとき、

腰に激痛があり、その場に座り込んでしまった。 その後は人の手を借り

ないと歩けない状態になってしまった。

24 30106
50～

99

7 8～9
工場塗装場で歩行中、床に敷いてある厚さ3㎜のベニヤ板に躓き、転倒を

避けるため踏ん張ったときに足を捻ってしまい、右足首を骨折した。
58 11002

100

～

299

事務所作業場において、完成した垂木（縦4m×横45㎝、重さ約5㎏）を



7
14～

15

結束後、2人で運搬するため、中腰になり製品を抱え移動したとき（この

日は約800回この作業を繰り返した）、以前より違和感があった腰に痛み

が発生した。 しばらく様子を見ながら業務を続けていたが、後日、動け

ないほどの痛みが発生した。

40 10401
10～

29

9
16～

17

作業場で抜型の材料であるベニヤ板を棚から取り出す際に、誤って肩に

負担が掛かり、右肩を傷めたものである。
22 11301

10～

29

10
11～

12

年中行事の「利用者のための運動会」に支援員として参加する。 職員参

加の借り物競走に被災者が加わり、利用者さんと一緒に走った。 2人一

組で、互いに布に巻かれた角材を両手に持ち、2人が向き合う体勢で、互

いの角材でボールを挟み込み、ボールを落とさないように往復15m程の

目的地点まで運ぶ競争だった。 当日も翌日も特に痛みは感じず、少し肩

こりを感じた程度で、大したことないと思ったのに、徐々に痛み出し今

までにない痛みが治まらなくなった。 病院で診てもらったところ、第五

胸椎圧迫骨折と診断された。

76 130201

100

～

299

11
18～

19

ホテル内1階で、、防音対策として、重厚な木製の板を店内貼り付けする

為、同僚と2人で運搬していて、腰椎椎間板ヘルニアで入院が望ましいと

の診断となった。

45 150101
30～

49

11
10～

11

構内で、荷物の仕分け時、重い荷物を持った際、体をひねり左脇腹を負

傷した。
36 80102

10～

29

11
11～

12

会社の車庫で、トラックの荷台の上で道具の片付け中、りん木の上に

誤って足が乗り、右足首を捻挫した。
41 40301

10～

29

11
11～

12

お得意先の工場で、木材の配達をしている時、木材（長さ4m、10㎏以

上）を1人でトラックから置場まで運び、積み上げている時に、高さ

1.8m位に積み上げ中に左手首をひねり痛めた。

41 10401 1～9

12 14~15

選別カート内で廃棄物の選別をしている時に、長さ1.8m・巾0.9m・厚み

30㎜のベニヤ板を数枚、社長と被災者の2人で移動してBOXの上に載せ

た。 その後、最後に残った1枚のベニヤ板を被災者1人で両手で頭上に持

ち上げて、BOXの高さ1.5m位の所に載せた。 その後、あばら骨付近に痛

63 150102
30～

49



みが出る様になった。

12 15~16

工場内にてトラック（4t）へ荷を積み込んでいる最中に、荷台の中を確

認しようとしたところ高さが足りず、近くに置いてあった大きさ6㎝四方

の盤木（フォークリフトの爪が入るよう荷物の下に置く木）に足をかけ

たとき、バランスを崩して右足首を捻挫した。

42 11209
10～

29

出典：https://anzeninfo.mhlw.go.jp/anzen_pgm/SHISYO_FND.aspx(職場のあんぜんサイト)

Return to : https://www.jisha.or.jp/international/topics/202206_08.html
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